
ポスターセッションにて
ご覧いただいたポスターは、
こちらのQRコードからも
ご覧いただけます。

各種SNSにてバトンProjectの活動内容の紹介を行っています。
ウェブサイトでは、これらに加えて活動実績の記録・データベース
サービスの提供も行っています。ぜひQRコードよりご覧ください。

ウェブサイト Facebook X(旧Twitter) Instagram

鈴鹿工業高等専門学校電子情報工学科 4年
渡辺魅珀 藤本瑛太

バトンProjectは、鈴鹿高専の学生が「食品ロスを削減したい」と立ち上げた学生団体です。
現在の日本では、1か月に1人あたり3.5kg※1もの食品ロスが発生しています。中にはまだ食べることので

きる食品もたくさん含まれています。そこで、私たちは食品寄付を活性化することで食品ロスを削減でき
るのではないかと思い、三重県鈴鹿市を中心に活動を行っています。
バトンと名付けたプロジェクト名には、「私たちで食品寄付のバトンの輪をつなぎたい」という想いが

込められています。

データベースサービスを、バトンProjectの
ウェブサイトにて公開・提供しています。
食品を受け取られる方々の情報がまとめられ、

食品寄付をされる方が寄付先を探す・連絡する
際に役立つだけでなく、寄付の透明性の向上を
図り、食品寄付に対するやりがいを感じていた
だけるようにするねらいがあります。
データベースはどなたでも閲覧できます。

バトンProjectでは、主に生産者の方々にお声
がけし、まだ食べられるが捨ててしまうという
食品の寄付をお願いさせていただいています。
いただいた食品は、フードバンクや子ども食

堂などに様々な形でお渡ししています。
さらに、生産者の方々にフードバンクや子ど

も食堂を紹介することで、直接寄付していただ
ける環境の構築を目指しています。

バトンProjectのメンバーで、積極的にフード
バンクや子ども食堂などの活動を見学・参加さ
せていただいています。
ただ食品をお渡しするだけでなく、お渡しし

た食品がどのように活用されるのか、食品を受
け取られる方々はどのような様子かなどを私た
ちの目で把握するよう努めています。
また、活動内容などをまとめて、ウェブサイ

トやSNSで発信させていただいています。

バトンProjectは、上記のSDGsに貢献します。
食品は作るのにも廃棄するのにも大量のエネ

ルギーが用いられており、これは地球温暖化な
どの問題を引き起こしています。
一方で、日本全体の約15%※2、ひとり親家庭

の約半分※3が相対的貧困と呼ばれ、物価高騰など
の影響で食品を買うことも困難となっています。
私たちの活動によって、食品を無駄にせず、

必要とする方々の元に届けられる世の中になる
と信じています。
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